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ＯＢＩニュース第56号　2020年1月15日発行  「
高
齢
社
会
に
お
け
る
神
学
教
育
を
考
え
る
」  

副学院長

堀 肇

　

長
い
間
、
直
接
・
間
接
に
神
学
校
の

教
育
や
運
営
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
神
学
教
育
に
関
連
し
た
情
報

は
で
き
る
限
り
入
手
す
る
よ
う
努
め
て

き
ま
し
た
が
、そ
の
内
容
は
と
言
え
ば
、

観
点
の
相
異
は
あ
る
も
の
の
大
体
共
通

し
て
い
ま
す
。
神
学
教
育
の
理
念
や
目

的
に
関
す
る
基
本
的
な
課
題
、
ま
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
や
そ
れ
に
伴
う
教

師
の
確
保
、
さ
ら
に
学
校
の
広
告
・
宣

伝
、
そ
し
て
ど
の
神
学
校
で
も
い
つ
も

頭
を
痛
め
る
財
政
上
の
問
題
な
ど
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

と
こ
ろ
が
、
近
年
は
そ
う
し
た
課
題

に
加
え
、
こ
の
時
代
を
反
映
し
て
、「
高

齢
社
会
に
お
け
る
神
学
教
育
」
を
ど
う

す
る
か
が
ど
こ
で
も
話
題
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
入
学
形
態
は
と
も
か
く
、

現
に
ど
の
神
学
校
も
中
高
年
層
の
受
講

生
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
学
習
意
欲
に

対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

シ
ニ
ア
の
献
身
者
の
た
め
の
コ
ー
ス

は
、
既
に
幾
つ
も
の
神
学
校
で
試
み
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
昨
今
の
傾
向
は
関
心

の
あ
る
特
定
の
授
業
だ
け
を
受
け
た
い

と
い
う
科
目
履
修
生
や
聴
講
生
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
特
に
信
仰
生

活
・
教
会
生
活
に
役
立
つ
実
践
的
な

分
野
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
が
大
き
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
神
学
校
は
神
学
四
部
門

に
あ
る
よ
う
な
基
礎
的
な
科
目
を
提
供

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に

加
え
て
よ
り
実
践
的
な
学
び
が
で
き
る

よ
う
に
備
え
る
必
要
が
出
て
き
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ

と
の
で
き
る
余
裕
を
持
つ
神
学
校
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
現
行
の
牧

師
養
成
の
た
め
の
教
育
課
程
（
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
）
で
は
、
時
間
的
に
も
人
材

的
に
も
無
理
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

家
族
関
係
論
、
老
年
期
の
心
理
、
死
生

学
や
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
、
冠
婚
葬
祭
（
特

に
葬
儀
）、
キ
リ
ス
ト
教
と
諸
宗
教
、

霊
性
神
学
、
信
徒
説
教
者
の
育
成
、
専

門
的
な
教
会
音
楽
な
ど
の
学
び
は
、
中

高
年
の
信
徒
だ
け
で
な
く
、
牧
師
に
と

つ
て
も
関
心
の
高
い
分
野
で
す
が
、
既

存
の
神
学
校
の
教
育
課
程
で
は
十
分
な

対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。

  

で
は
お
茶
の
水
聖
書
学
院
が
こ
れ
ら

の
諸
科
目
の
学
び
を
十
分
に
提
供
で
き

る
の
か
と
い
う
と
、
今
す
ぐ
で
き
る
と

断
言
で
き
ま
せ
ん
が
、
当
学
院
が
信
徒

の
神
学
教
育
だ
け
で
な
く
、
牧
師
の
継

続
教
育
や
生
涯
教
育
と
い
う
目
的
を
合

わ
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る

と
、
教
育
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
は
不

可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で

当
学
院
は
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え

ら
れ
る
新
し
い
神
学
教
育
モ
デ
ル
に
な

り
得
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と

り
わ
け
教
授
陣
に
豊
か
な
牧
会
経
験
や

教
育
経
験
、
ま
た
専
門
性
を
活
か
せ
る

先
生
方
を
お
迎
え
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は

何
よ
り
も
大
き
な
備
え
と
言
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。
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火 木 金

Ⅰ
11:00
～
12:30

＊旧約各書講義
出エジプト記

水口功

＊聖書考古学
　菊池実

＊人物でたどる
日本キリスト教史

坂本誠

Ⅱ
13:30
～
15:00

「伝える力」を身につける
～ 池 上彰とスポルジョン              

に学ぶ ～  

藤原導夫

カウンセリング特論
～「人生の四季」を読む ～

堀　肇

＊旧約各書講義
詩編

大井満

Ⅲ
15:30
～
17:00

＊新約各書講義
ローマ人への手紙

岩上敬人

＊新約各書講義
マルコの福音書

丸山悟司

＊新約各書講義
ヨハネの福音書

遠藤　潔

Ⅳ
18:30
～
20:00

＊宣教学
　～ 福音による
　　　　世界観の変革 ～

三好明久

＊組織神学序論
～ 神学する喜び ～

　　（前期）朝岡勝
　　（後期）大嶋重徳

聖書から現代的諸問題
を考える

河村従彦

火 水 木 金

昼
10:30
～
16:00

---
・オルガン（内藤）
・ピアノ（内藤）

・声楽（植木） ---

夜
17:00
～
21:00

・声楽 ( 斉藤）
・オルガン・ピアノ
　　　（斉藤・内藤）

・教会音楽講義
　「賛美歌史」（内藤）

--- ---
・聖歌隊（斉藤）
・声楽（斉藤）



3

ＯＢＩニュース第56号　2020年1月15日発行

Ｏ
Ｂ
Ｉ
の
教
会
音
楽
科
に

　
　
　

携
わ
る
者
と
し
て

恵
み
と
感
謝

Ｏ
Ｂ
Ｉ
教
会
音
楽
教
師

　
　
　

と
し
て
思
う
こ
と

教会音楽科主任

内藤真奈

教会音楽科教師

植木朋子

教会音楽科教師

斉藤とし子
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ご
献
金
者
名
（
五
十
音
順
）

（
２
０
１
９
年
８
月
27
日
～　

　
　
　
　
　

  

２
０
１
９
年
11
月
20
日
）

　

皆
様
の
尊
い
ご
献
金
を
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

学
窓
ト
ピ
ッ
ク
ス

会
田
征
子　

阿
部
正
夫

阿
久
津
千
枝
子

安
藤
良
一

有
田
貞
一
・
美
榮
子

猪
狩
多
佳
子

伊
地
智
惠
子

石
田
和
也　

岩
渕
勲

奥
村
輝
夫　

馬
越
嶺

小
倉
賢
子　

落
合
秀
美

柏
原
知
佐
子

柏
俣
朝
子　

春
日
一
海

川
端
聡
子　

北
川
君
子　

鬼
京
由
紀
子

倉
沢
薫
代　

慶
徳
正
好

小
池
力
夫

斉
藤
と
し
子

坂
部
省
二　

坂
本
誠

鈴
木
廣
子　

須
古
都

杉
山
礼
子　

砂
谷
恒
夫

髙
沢
茂
雄　

田
中
惠
子

田
中
美
恵　

田
中
美
穂

田
村
雅
志　

戸
川
正
子

戸
川
偕
生

中
島
總
一
郎

日
名
富
子

藤
原
導
夫
・
智
子

藤
村
陽
子　

細
野
正
道

堀
肇　

増
田
慶
子

真
鍋
雅
美　

丸
山
幹
夫

宮
地
秀
明

山
田
由
美
子

山
本
潤　

吉
野
俊
子

吉
村
瑠
美
子

横
田
美
奈
子

吉
田
由
佳
子

依
田
和
子　

脇
坂
勇

市
川
北
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

中
山
キ
リ
ス
ト
教
会

　

神
様
の
不
思
議
な
導
き
に
よ
り
、
Ｏ

Ｂ
Ｉ
で
奉
仕
を
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
早
く
も
２
年
が
経
ち
ま
し

た
。
多
く
の
方
々
の
祈
り
に
支
え
ら
れ

て
奉
仕
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
謝

致
し
ま
す
。
こ
の
間
、
幾
つ
も
の
恵
み

を
頂
け
て
幸
い
で
す
。

　

そ
れ
は
、学
院
生
が
忙
し
い
中
で
も
、

一
生
懸
命
に
よ
り
良
い
賛
美
を
目
指
し

て
学
ぶ
熱
意
に
励
ま
さ
れ
る
恵
み
、
信

仰
の
分
か
ち
合
い
の
恵
み
、
歌
曲
の
歌

詞
を
通
し
て
与
え
ら
れ
る
主
の
恵
み
、

な
ど
で
す
。

　

素
晴
ら
し
い
奉
仕
に
携
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
Ｉ
の
恵
み

教会音楽科教師

品田直美

●
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

10
月
19
日
（
土
）、
お
茶
の
水
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
８
階
チ
ャ
ペ
ル
に

お
い
て
、
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

教
会
音
楽
科
の
４
人
の
先
生
方
（
３

～
４
ペ
ー
ジ
参
照
）に
よ
る
オ
ル
ガ
ン
、

ピ
ア
ノ
、
声
楽
の
ほ
か
、
聖
歌
隊
ク
ラ

ス
の
学
院
生
の
合
唱
な
ど
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、「
も
っ

と
聴
き
た
い
」
と
思
わ
せ
ら
れ
た
素
晴

ら
し
い
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。
参
加

者
は
一
四
三
人
で
し
た
。

●
新
年
度
へ
向
け
て

　

２
０
２
０
年
度
は
、
聖
書
科
に
３
人

の
新
し
い
教
師
を
お
迎
え
し
ま
す
。
各

分
野
で
活
躍
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
次
の

先
生
方
で
す
。

　

朝
岡
勝
先
生
（
組
織
神
学
序
論
）、

菊
池
実
先
生
（
聖
書
考
古
学
）、
三
好

明
久
先
生
（
宣
教
学
）。
ま
す
ま
す
充

実
す
る
講
義
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
詳
細
は
チ
ラ
シ

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
登
録
者
数

　

現
在
の
登
録
者
数
は
、聖
書
科
52
人
、

教
会
音
楽
科
28
人
、
計
80
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。


